
南アジアから仕事のため移民した救世軍人たちが礼拝（集会）を開いたことから始まる。 

2008年、クウェートに初めて士官が任命された。 

2010年からアラブ首長国連邦、バーレーン、オマーンなど近隣の国々に活動は広まり、 

2011年、正式に準地区（リージョン）として独立。 

含まれる国：バーレーン、クウェート、オマーン、アラブ首長国連邦 

 

2018年中東リージョンでの救世軍の働き 10周年を記念して、各国から救世軍人が一同に会した。ブライアン・ぺド

ル大将とロザリー・ぺドル中将が招かれ共に祝福し、下士官セミナーや士官会にて「ミッションへの招き」について話

した。その他、社会福祉施設も訪れ、聖書からのメッセージを通して聞く人々に大きな励ましとチャレンジを与えた。 

 

普段の小隊活動は、地域に根付き、キリストを信じていない人々とクリスチャンの橋渡しの役目を果たしている。クリ

スマスシーズンには、ブラスバンドが各地で演奏しながら救世軍の働きを PR している。英国とクウェートの 120 年の

友好関係を祝って、英国大使館からブラスバンドが招かれた。あらゆるビジネス分野や政府関係者が集まる中、バ

ンド演奏をし、共に祝いの時を持った。 

 

社会福祉ケアプログラムであるブース・ハウスで

は、あらゆる理由で緊迫している家庭内労働者を

受け入れ、宿泊と技術向上プログラムのサービス

を提供している。また、クウェート教会複合施設の

中にある、プライマリーヘルスケア・クリニックで

は、特別な支援が必要な人々をケアすると共に、

適切な医療が受けられるように他施設へつなげる

働きがされている。 

中東準地区（リージョン） 

 
MIDDLE EAST REGION 

 



Prayers 

 

新しい取り組みが始められ、男性のための交流会や、祈

りのエクササイズ(散歩)、子どもたちのための育成会、若

者向けの唱歌隊などを通して、大人も子どもも楽しめるプ

ログラムが増えている。子どものための春休み安全バイブ

ルスクールが行われ、100 名以上の児童とボランティア

が集まった。このために、リージョンリーダーたちが児童安

全保護の講習を受け、すべての参加者が安全に参加で

きるよう準備を整えた。 

 

士官 6名、職員 3名、小隊 ８、 

兵士 361名、ジュニアソルジャー 27名 

 

 

 

祈りましょう。 

１、 リージョンリーダー Eric & Jasiel Tumale 大尉を覚えて、健康が守られ、各地

区での働きが進められますように祈りましょう。 

 

２、 クウェートにある社会福祉施設ブースハウスとクリニックのため。 

ブースハウスは、ブルンジ、カメルーン、コンゴ、エチオピア、ガンビア、ガーナ、

インド、アイボリーコースト、ケニア、マダガスカル、ルワンダ、シエアレオネ、ウ

ガンダの各国から来た人々のために奉仕しています。 

 

３、 フィリピン大使館のアウトリーチと生活スキルトレーニングプログラム施設（クウ

ェート）を覚えて。この施設は、フィリピンから来た人々の為に奉仕しています。 

 

４、 助けを必要としている子どもや男性のための働きを覚えて。ボランティアの方の教

育が整い、人々に安全で安心した場所が提供されますように、救世軍の働きによっ

て多くの人々が助けられますように祈りましょう。 

 

５、 士官も兵士も数は少ないですが、主にあって心を合わせ祈り、この地区での働きが

ますます進められますように。救われる魂が起こりますように祈りましょう。 

 


